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Ⅰ
　
医
療
崩
壊
”
の
意
味

　　
医
療
崩
壊
”
で
日
本
は
大
変
な
こ
と
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
し
前
ま

で
は
、
病
院
や
医
師
バ
ッ
シ
ン
グ
が
盛
ん

で
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
医
療
の
現
実
を
示

し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。こ
こ
一-

二

年
で
、
大
学
病
院
か
ら
診
療
所
ま
で
、
都

市
部
か
ら
過
疎
地
区
ま
で
、
医
師
・
看
護

師
不
足
の
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
提
供
側
で
あ
る
病
院
及
び
職
員
の

願
い
は
、「
誇
り
を
持
っ
て
医
療
を
実
践

で
き
る
仕
組
み
に
し
て
欲
し
い
」、「
正
当

な
評
価
を
し
て
欲
し
い
」
に
尽
き
ま
す
。

医
療
提
供
側
の
努
力
の
問
題
と
言
う
よ

り
も
、医
療
費
抑
制
あ
り
き
の
医
療
制
度
・

政
策
の
問
題
と
考
え
ま
す
。
国
民
の
医
療

に
対
す
る
誤
解
に
基
づ
く
要
因
も
あ
り
ま

す
。
経
済
原
則
に
従
え
、
医
療
は
無
駄
が

多
い
と
責
め
ら
れ
ま
す
。
他
方
で
は
、
診

療
報
酬
制
度
は
不
合
理
の
塊
で
す
。

実
際
は
、
医
療
従
事
者
の
専
門
資
格
職

と
し
て
の
誇
り
と
努
力
に
支
え
ら
れ
て
成

地
域
の
皆
様
へ

医
療
は
崩
壊
す
る
の
か

―
医
療
者
は
経
済
原
則
の
権
利
を
主
張
で
き
る
か
―
　     

病
院
長
　
飯
田
修
平

り
立
っ
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
が
経
済

原
則
に
し
た
が
っ
て
権
利
を
主
張
し
た
ら

そ
れ
こ
そ
医
療
は
崩
壊
し
ま
す
。
誰
が
責

任
を
取
る
の
で
し
ょ
う
か
。
困
る
の
は
、

わ
た
く
し
た
ち
国
民
で
す
。

権
利
を
主
張
す
る
に
は
、
そ
の
前
提
と

な
る
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
民
と
医
療
従
事
者
（
国
民
で
も
あ

る
が
）
共
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
医
療
従
事
者
の
責
任
は
、
専
門
的
知
識
・

技
能
の
向
上
、
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み

で
す
。
医
療
界
を
挙
げ
て
効
率
化
と
質
向

上
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

Ⅱ
　
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
竣
工

　

 

健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
が
五
月
末
に
竣
工

し
て
、
新
病
院
建
設
が
完
了
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
は
、
面

積
と
し
て
は
小
さ
い
の
で
す
が
、
機
能
的

は
、
極
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
名
称
に
そ
の
意
図
を
込
め

て
、
一
般
の
診
療
だ
け
で
は
な
く
、
健
康

に
関
す
る
多
面
的
な
医
学
的
取
り
組
み
を

す
る
施
設
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
単
に
健
診
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
項
で
説
明
が
あ
り
ま

す
が
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
特
定
健
診
に

お
け
る
、
健
康
相
談
や
指
導
、
さ
ら
に
は
、

薬
剤
の
治
験
セ
ン
タ
ー
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す

Ⅲ
　
職
員
の
協
力
で
出
版
・
雑
誌
連
載

当
院
が
中
心
と
な
り
、
四
病
院
団
体
協

議
会
医
療
安
全
管
理
者
養
成
と
し
て
実
施

し
た
研
修
会
の
四
年
間
の
成
果
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
私
と
職
員
と
の
共
著
で

『
シ
リ
ー
ズ
医
療
安
全
確
保
の
考
え
方
と

手
法
２
　F

M
E
A

の
基
礎
知
識
と
活
用
事

例
』
と
し
て
、
七
月
に
日
本
規
格
協
会
か

ら
出
版
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
四
月
か
ら
雑
誌
「
病
院
経
営
」

に
、「
職
員
・
患
者
・
地
域
が
よ
か
っ
た
と

い
え
る
病
院
を
造
る
」
と
し
て
新
病
院
建

築
に
関
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
私
が
初

回
と
最
終
回
を
担
当
し
、
そ
の
他
の
月

は
、
当
院
の
職
員
が
交
代
で
担
当
し
ま

す
。
職
員
に
よ
る
連
載
は
四
回
目
で
す
。

多
く
の
職
員
が
、
出
版
や
雑
誌
連
載
を
す

る
こ
と
は
稀
で
、
当
院
以
外
に
は
な
い
こ

と
で
す
。

М
Ｑ
Ｉ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
委
員
会
活

動
等
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
成
果
で

す
。

Ⅳ
　
近
況

新
入
職
員
は
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、

患
者
さ
ん
に
笑
顔
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

新
緑
の
季
節
も
す
ぎ
、
梅
雨
そ
し
て
夏

を
迎
え
ま
す
。
六
月
か
ら
九
月
末
ま
で
、

当
院
も
、
政
府
方
針
の
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
に

協
力
し
て
軽
装
を
実
施
し
ま
す
。
温
度
設

定
は
、
病
院
の
特
性
か
ら
、
二
五
度
以
上

で
外
気
温
と
の
差
五
度
以
内
に
し
ま
し

た
。
病
院
は
、
発
熱
源
と
な
る
医
療
器
機
、

情
報
器
機
を
多
く
使
用
し
て
お
り
、
人
の

出
入
り
も
激
し
い
の
で
、
温
度
管
理
が
難

し
い
施
設
で
す
。

　
看
護
週
間
に
は
本
年
も
、
旭
丘
小
学
校

の
児
童
の
作
品
展
示
を
は
じ
め
と
す
る
催

し
に
、
多
く
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
看
護
体
験
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。
別

項
で
報
告
し
ま
す
。

地
域
・
区
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
開
設

　
六
月
よ
り
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、予
約
に
よ
る
健

診
、
具
体
的
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
企
業

健
診
、
癌
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
診
察
室
、
更
衣
室(

検
査
し
や
す
い
よ

う
に
検
査
衣
に
着
替
え
て
い
た
だ
き
ま

す)

、
検
査
・
計
測
室(

身
長
、
体
重
、
視

力
、腹
囲
な
ど)

そ
し
て
、待
合
室
等
が
あ

り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
二
十
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
事

業
」に
も
対
応
出
来
る
準
備
を
し
て
い
ま

す
。
　
健
診
・
特
定
保
健
事
業
と
は
、
四
十
歳

以
上
の
主
婦
の
方
も「
定
期
健
診
や
保
健

指
導
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法

律
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
事
業
に
対
応
し

て
い
る
主
な
も
の
に
は
、

　
一
、
先
ず
、
健
診
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
本
院
の
電
子
カ
ル

テ
な
ら
び
に
医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
連

動
し
て
し
ま
す
。

健
診
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
も
、本
館

の
電
子
カ
ル
テ
か
ら
も
、
双
方
か
ら
、
お

互
い
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
や
心
電
図
記
録

等
を
必
要
な
時
に
見
て
比
べ
た
り
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
更
に
は
、
健
診
デ
ー
タ
は
、
シ
ス
テ
ム

か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
出
来
ま
す
か
ら
、

必
要
な
ら
ば
受
診
者
へ
お
渡
し
出
来
ま

す
。
　
ま
た
、
受
診
者
の
保
険
者
や
会
社
に

も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

　
デ
ー
タ
も
五
年
間
以
上
の
分
を
保
管
出

来
ま
す
の
で
、デ
ー
タ
を
経
時
的
に
比
べ

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
二
、
次
に
職
員
で
す
。

　
専
門
性
の
高
い
医
師
、
看
護
師
、
管
理

　
栄
養
士
そ
し
て
事
務
員
を
配
置
し
ま

す
。
　
設
備
の
充
実
に
よ
り
、診
療
と
連
動
性

の
あ
る
質
の
良
い
健
診
・
保
健
事
業
が
提

供
出
来
る
の
で
す
。

　
皆
様
も
、
お
知
り
合
い
を
お
誘
い
の

上
、
是
非
、
当
院
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で
、

ド
ッ
ク
や
健
診
を
お
受
け
下
さ
い
。

楠
田
医
事
課
長

内 診 察 室

視 力 検 査
聴 力 検 査
尿 検 査

身 長 測 定
体 重 測 定
腹 囲 測 定

採 血
心 電 図
超 音 波

胸部レン ト ゲン

胃 透 視

健康医学センター受付

健康医学センター受付

内 診 察 室

視 力 検 査
聴 力 検 査
尿 検 査

身 長 測 定
体 重 測 定
腹 囲 測 定

採 血
心 電 図
超 音 波

胸部レン ト ゲン

胃 透 視

健康医学センター受付

健康医学センター受付

内 診 察 室

視 力 検 査
聴 力 検 査
尿 検 査

身 長 測 定
体 重 測 定
腹 囲 測 定

採 血
心 電 図
超 音 波

胸部レント ゲン

頭 部 C T

頭 部 M R I

健康医学センター受付

健康医学センター受付

脳
ド
ッ
ク

人
間
ド
ック

企
業
検
診
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健康医学センター内紹介

健康医学センター案内図

健康医学センター入口

診察室

健診相談イメージ

待合室は明るく

　　　飲み物も・ ・

ロッカー室
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第
十
一
回
　
医
療
の
質
向
上

　
　(

Me
di
ca
l

　Qu
al
it
y

　
　
　
　
　

　
　
　
　I

m
p
ro
v
e
m
e
n
t
)

活
動

　
　
　
　
　
発
表
大
会
の
報
告

　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日(

土)

午
後

一
時
か
ら
　
練
馬
総
合
病
院
　
地
下
一
階

講
堂
に
お
い
て
、
第
十
一
回
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動

発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
外
部
か
ら
は
町
会
、
患
者
さ
ん
、

全
国
の
病
院
関
係
者
、
品
質
管
理
実
務

者
・
研
究
者
、
報
道
等
五
十
五
名
の
ご
来

賓
と
、
院
内
職
員
百
五
名
が
参
加
し
て
、

発
表
と
熱
心
な
質
疑
応
答
、
討
議
、
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
柳
川
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員
長
の
開
会
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
林
理
事
長
、
飯
田
院
長
の

挨
拶
、
次
に
ご
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

練
馬
区
長
志
村
豊
志
郎
様
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
度
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
は
、「
造

る
―
職
員
・
患
者
・
地
域
が
良
か
っ
た
と

い
え
る
病
院
を
造
ろ
う
―
」
を
主
題
に
定

め
て
、
新
築
移
転
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
十
二
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
活
動
し
そ
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た

（
一
覧
参
照
）。

活動テーマ

1 『健康医学センターの基盤構築と円滑な運用』
2 『引越し』
3 『DPCを利用して経営、 医療の質を管理する』
4 『外来におけるがん化学療法の標準化』
5 『新病院における効率的な物流管理 （SPD） の構築』
6 『亜急性期病床プロジェクト』
7 『地域における医療機関等と真の連携体制を構築する』
8 『地域に信頼される救急システムの構築』
9 『情報システムの新病院移転』
10 『地域住民、 医療機関に信頼され、 新たな医療情報発信のできる糖尿病センター』
11 『内視鏡センターの確立』
12 『情報システムの整備 ～ペーパーレス・フィルムレス化～』

発
表
風
景

発表した12の

　　　プロジェクトﾁｰﾑです
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各
賞
の
発
表

　
特
別
講
演
の
終
了
後
、
各
賞
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
当
院
か
ら
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員

長
、看
護
部
長
、
事
務
長
代
行
の
三
名
、
外

部
か
ら
桜
台
新
和
町
会
長
　
大
阿
久
紳
介

様
　
Ｇ
Ｅ
横
川
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
　

島
田
直
弘
様
　
日
立
国
際
電
気
株
式
会
社

　
清
水
洋
孝
様
　
槇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
　
菅
原
弘
記
様
　
町
田
市
民
病
院

　
山
嵜
絆
様
五
名
に
よ
っ
て
厳
正
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
大
会
終
了
後
に
は
発
表
会
場
を
模
様
替

え
し
て
、
懇
親
会
を
行
い
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
各
ご
来
賓
の
方
か
ら
発
表
の
講
評

を
い
た
だ
き
、
チ
ー
ム
員
は
活
動
を
振
り

返
り
、
ま
た
職
員
は
今
後
の
医
療
の
質
向

上
活
動
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
だ

活
動
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

 

発
表
の
た
め
に
　
ま
と
め
た
こ
と

で
見
え
て
き
た
改
善
点
も
あ
り
ま

す
。
地
域
に
貢
献
で
き
る
病
院
と
な

る
よ
う
Ｍ
Ｑ
Ｉ
の
成
果
を
継
続
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
発
表
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

活動テーマ
最優秀賞 情報システムの整備 ～ペーパーレス・フィルムレス化～
優秀賞 引越し
努力賞 内視鏡センターの確立
努力賞 情報システムの新病院移転
院長賞 外来におけるがん化学療法の標準化
院長賞 地域住民、 医療機関に信頼され、
                新たな医療情報発信のできる糖尿病センター

活動主体
（情報システム委員会）
（引越しプロジェクト）
（内視鏡センター）
（情報システム委員会）
（薬剤科）
（糖尿病センター）

表彰風景

懇
親
会
風
景

会場風景
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新
入
職
員
研
修
会
　
開
催

看
護
部
長
　
高
橋
礼
子

　
看
護
部
新
採
用
者
研
修
を
終
え
て

Ⅰ
、
当
院
の
看
護
部
教
育
委
員
会
の
目
的

当
院
の
看
護
部
教
育
委
員
会
（
以
下
、

教
育
委
員
会
と
す
る
）
で
は
、
医
療
の
質

を
保
証
す
る
た
め
に
組
織
の
目
標
達
成

に
必
要
な
人
材
資
源
の
開
発
・
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
重
要
な
教
育
行
事
が
、

入
職
時
に
行
う
看
護
部
新
採
用
者
研
修

（
以
下
、
新
人
研
修
と
す
る
）
で
す
。
当

院
の
看
護
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

持
ち
、
不
安
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
臨
床

現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
に

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
、
新
卒
者
の
現
状
に
つ
い
て

新
卒
者
が
、
入
職
時
の
能
力
と
臨
床

現
場
で
求
め
ら
れ
る
能
力
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
苦
悩
し
、
入
職
一
年
未
満
に
退
職

す
る
看
護
職
員
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
看
護
学
校

に
お
け
る
臨
床
実
習
時
間
数
の
減
少
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
卒
者
を
受
け
入
れ
る
臨
床
現

場
に
お
い
て
は
、
注
射
法
、
点
滴
法
な
ど

の
看
護
技
術
の
研
修
を
十
分
し
て
ほ
し
い

と
教
育
委
員
会
へ
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
新
採
用
者
は
、
十
五
名
で
、

そ
の
う
ち
七
名
が
新
卒
者
で
し
た
。
教
育

委
員
会
で
は
、
昨
年
度
の
新
採
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
や
臨
床
現
場
の
要
望
な
ど
を
考
慮

し
、
双
方
の
不
安
を
で
き
る
限
り
軽
減
で

き
る
よ
う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
検
討

し
計
画
し
ま
し
た
。

Ⅲ
、
平
成
十
九
年
度
の

　
　
　
　
新
人
研
修
に
つ
い
て
　

三
月
末
に
行
わ
れ
た
病
院
全
体
の
新
採

用
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
引
き
続

き
、
四
月
二
日
か
ら
四
月
四
日
の
三
日
間

を
か
け
て
新
人
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
医
療
安
全
対
策
の
側
面
か

ら
、『
転
倒
・
転
落
』
や
『
薬
剤
』。
柳
川

副
院
長
に
よ
る
『
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
・
情
報
開
示
』
な
ど
の
看
護
職
員

と
し
て
の
基
本
と
な
る
講
義
が
中
心
で
し

た
。
高
橋
看
護
部
長
に
よ
る
『
医
療
、
看

護
の
動
向
・
看
護
部
の
概
要
』
の
講
義
は
、

最
新
の
医
療
、
看
護
の
情
勢
を
十
分
理
解

し
た
上
で
、
看
護
職
員
と
し
て
心
構
え
を

再
確
認
す
る
重
要
な
講
義
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
教
育
担
当
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
師
長

 

今
年
度
の
新
採
用
者
は
医
師
３
名
、
研

修
医
３
名
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
６
名
、
看
護

職
員
２
３
名
の
３
５
名
を
新
病
院
で
お
迎

え
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

 

毎
年
実
施
さ
れ
る
研
修
は
、
当
院
教
育

委
員
会
が
主
催
し
練
馬
総
合
病
院
の
職
員

と
し
て
の
心
構
え
や
活
動
内
容
を
一
日
半

か
け
て
講
義
し
ま
す
。

 

看
護
部
は
さ
ら
に
臨
床
現
場
で
の
基
本

的
看
護
知
識
・
技
術
演
習
を
三
日
間
か
け

て
行
い
習
得
し
て
か
ら
現
場
配
属
に
な
り

ま
す
。

 

当
院
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
病
院

理
念
の
実
現
に
む
け
講
師
陣
は
院
長
を
初

め
と
し
医
師
や
役
職
者
、
各
部
門
の
責
任

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
講
義
内

容
に
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
一
日
も
早

く
環
境
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
業
務
が
遂
行

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
病
院
の
理
念
・
看
護
部
の
理
念
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
目
的
に
添
っ
た
医
療
、

看
護
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
一
人
一

人 

の
職
員
へ
の
意
識
づ
け
が
重
要
で
す
。

 

専
門
職
種
と
し
て
最
新
の
情
報
を
把
握

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、他
職
種 

と

連
携
を
密
に
し
対
人
関
係
能
力
や
問
題
解

決
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

 

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
挨
拶
が
き
ち

ん
と
で
き
気
持
ち
よ
く
１
日
仕
事
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
お
互
い
が
つ
く
り
だ

し
、
患
者
さ
ん
も
心
地
よ
く
私
た
ち
の
医

療
・
看
護
が
受
け
ら
れ
る
医
療
チ
ー
ム
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
新
採
用
者
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
自

分
の
毎
日
の
行
動
が
患
者
さ
ん
や
周
り
か

ら
信
頼
を
え
て
い
く
の
で
す
。
と
っ
て
つ

け
は
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
日
々
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身
に
誇

り
が
持
て
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
」

　
練
馬
総
合
病
院
の
職
員
が
い
き
い
き
と

働
き
心
地
の
良
い
の
接
遇
が
で
き
る
よ
う

　
今
後
も
教
育
委
員
会
は
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
一
九
年
度
　
新
採
用
者
研
修
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二
日
目
は
、注
射
法
、
点
滴
法
の
他
、
十

二
誘
導
心
電
図
、
酸
素
吸
入
法
な
ど
の
実

技
を
交
え
た
研
修
で
し
た
。
注
射
法
、
採

血
で
は
、
教
育
委
員
が
自
分
の
腕
を
新
人

に
貸
し
て
針
を
刺
す
実
技
指
導
を
し
た

り
、
新
人
同
士
で
採
血
を
し
ま
し
た
。

　
新
人
の
中
に
は
初
め
て
人
体
に
針
を
刺

す
人
も
お
り
、
注
射
器
を
持
つ
手
は
お
ぼ

つ
か
な
い
の
で
す
が
、
一
生
懸
命
に
覚
え

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。三

日
目
の
研
修
で
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
の
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
す
。
電
子
カ
ル
テ
と

病
棟
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
修
は
、

各
自
に
一
台
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
準

備
し
、
デ
モ
患
者
を
設
定
し
指
導
を
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
簡
便

で
す
が
初
心
者
に
は
複
雑
で
、
覚
え
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

は
看
護
学
校
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る

機
会
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
な

く
覚
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

午
後
に
は
、『
看
護
師
に
な
る
こ
と
と

そ
の
責
任
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
発
表
し
ま
し

た
。テ
ー
マ
は
、
大
き
な
も
の
で
す
が
、
専

門
資
格
職
の
法
的
責
任
の
重
大
性
に
つ
い

て
認
識
し
て
、
看
護
職
員
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
考
え
た
上
で
、
各
部
署
に
配
属

さ
せ
る
い
う
看
護
部
の
方
針
が
あ
り
、
毎

年
、
新
採
用
者
研
修
で
実
施
し
て
い
る
項

目
で
す
。
接
遇
教
育
で
は
、
身
だ
し
な
み

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
看
護
師
で
あ
る

前
に
社
会
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

ち
、
患
者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
を
伝
え
ま

し
た
。

今
回
新
た
に
計
画
し
た
項
目
は
、『
教

育
委
員
と
の
懇
親
会
』
で
し
た
。
こ
の
企

画
は
、
不
安
の
あ
る
新
人
に
、「
い
つ
で
も

相
談
に
の
り
ま
す
よ
」　「
私
た
ち
も
、
皆

と
同
じ
道
を
通
っ
て
、
今
が
あ
る
ん
だ
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。
短
時
間
の
た

め
、
十
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
育

委
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
真
剣
に
聞
い
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

Ⅳ
、
当
院
の
新
人
教
育
体
制

当
院
の
新
人
に
は
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
プ

リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
あ
る
一
定
期

間
、
ひ
と
り
の
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
ー
（
新
人
）

に
対
し
て
ひ
と
り
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
（
指

導
者
）
が
、
指
導
目
標
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
計
画
立
案
し
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指

導
を
行
う
こ
と
で
す
。

懇
親
会
で
、
新
人
に
当
院
を
選
ん
だ
理

由
を
尋
ね
て
み
る
と
、「
病
院
の
理
念
に

共
感
し
た
」
や
「
教
育
体
制
が
整
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
新
人
の
中
に

は
、
昨
年
の
病
院
見
学
会
に
参
加
し
た
看

護
職
員
が
数
名
お
り
、
プ
リ
セ
プ
タ
ー

シ
ッ
プ
を
含
め
た
教
育
に
つ
い
て
も
共
感

し
て
く
れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

Ⅴ
、
教
育
を
終
え
て

私
が
入
職
し
た
当
時
、
病
棟
婦
長
だ
っ

た
現
在
の
高
橋
看
護
部
長
か
ら
、
教
育
と

は
、
〝
共
育
〟
（
共
に
学
び
、
育
つ
こ
と
）

だ
と
教
え
ら
れ
、
今
日
ま
で
後
輩
の
指
導

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
〝
共
育
〟
と

は
、
対
象
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
場
面

で
あ
っ
て
も
、
学
び
得
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
研
修
後
の
教
育
委
員
か
ら

の
声
か
ら
も
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
部
署
の
プ
リ
セ
プ
タ
ー
を

中
心
に
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。
教
育
委
員

会
で
は
、
今
後
も
継
続
教
育
の
研
修
会
で

新
人
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
同

僚
と
し
て
は
、
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
看
護
を
提
供
す
る
同
志
と
し

て
、
協
力
し
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
人
研
修
を
終
え
、
新
人
が
患
者
さ
ん

と
笑
顔
で
接
し
て
い
る
姿
や
、
ぎ
こ
ち
な

い
手
つ
き
で
処
置
を
す
る
姿
を
見
か
け
る

と
、
心
配
な
反
面
、『
が
ん
ば
っ
て
る
ね
』

と
微
笑
ま
し
く
思
い
ま
す
。

新
人
に
は
、
知
識
・
技
術
の
習
得
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
患
者
さ
ん
の
看
護
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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看
護
週
間
の
報
告

　
　     
看
護
副
部
長
　
若
松
恵
子

看
護
週
間
を
終
え
て

五
月
十
二
日
の
由
来

行
事
の
ご
案
内

　
毎
年
五
月
十
二
日
は

「
看
護
の
日
」
で

す
。
　
五
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
「
看
護
週

間
」
で
、
様
々
な
催
し
物
を
準
備
し
ま
し

た
。
当
院
で
は
、
新
病
院
に
な
り
十
七
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な
み
五
月
十
二

日
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
誰
か

の
た
め
に
仕
え
る
こ
と
、
与
え
ら
れ
た
仕
事

を
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
責
任
感
の
強
や
、

人
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
を
看
護
で
あ
る
と

教
え
て
く
れ
た
人
で
す
。

　
二
十
一
世
紀
の
高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く

た
め
に
は
、
看
護
の
心
、
ケ
ア
の
心
、
助
け

合
い
の
心
を
広
く
国
民
が
分
か
ち
合
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
だ
れ

で
も
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、

厚
生
労
働
省
は
一
九
九
〇
年
、
十
二
月

「
看
護
の
日
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
国
際
看
護
の
日

「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の

心
へ
」
を
キ
ッ
ャ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
あ
な
た
の
優

し
さ
で
、

心
の
温
度
が
ち
ょ
っ
と
上
が
っ
た

よ
」
と
ほ
ん
の
少
し
看
護
の
心
を
発
揮
す
れ

ば
、
誰
か
の
元
気
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
「
看
護
の
力
」
は
、
誰
か
を
元
気
に
す
る
力

で
す
。
私
た
ち
は
、
い
つ
も
思
い
や
り
を
も

ち
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、
元
気
を
あ
げ
た

り
し
た
い
も
の
で
す
。

☆
入
院
患
者
さ
ん
に
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

☆
旭
丘
小
学
校
生
徒
さ
ん
た
ち
に
、
「
看
護

の
日
」
に
つ
い
て
、
橘
外
来
師
長
が
お
話
を

し
て
き
ま
し
た
。

☆
旭
丘
小
学
校
生
徒
さ
ん
た
ち
の
作
品
を

外
来
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
デ
ア
が
豊
富
で
、

ど
の
作
品
か
ら
も

や
さ
し
い
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
旭
丘

小
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
作
品
の
掲
示

物

・
展
示
物
は
、
外
来
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
の
方
に
と
て
も
好
評
で
し
た
。
足
を
止
め

て
じ
っ
く
り
見
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

☆
病
院
玄
関
前
で
、
無
料
の
健
康
相
談
と

血
圧
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
九
六
名
の
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
健
康
相
談
・
血
圧
測
定
で
は
、
各
部

署
の
新
人
看
護
師
や
先
輩
看
護
師
が
午
前
・

午
後
と
受
け
持
ち
病
院
玄
関
で
実
施
し
ま

し
た
。

　
新
病
院
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
の
方
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　

☆

「
　
一
日
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
は
、
男

性

（
社
会
人
）
一
人
と
女
性

（
高
校
生
）
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆
看
護
の
日
の
特
別
講
演
会
は
、
飯
田
院
　

　
長
か
ら

「
病
院
と
の
つ
き
あ
い
方
」
、
内
科

　
豊
田
医
師
か
ら

「
肺
炎
の
治
療
と
予
　
　

　
防
」
、
看
護
部
磯
部
主
任
か
ら
老
年
期
と

　
は

「
老
　
年
期
の
健
康
づ
く
り

・
肺
炎
を

防
　
ぐ
健
康
　
づ
く
り
」
の
講
演
会
を
実
施

し
ま
し
た
。



9　ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　64号

看
護
体
験

　
看
護
体
験
者
の
社
会
人
一
人
は
今
回
で

五
回
目
の
体
験
で
す
。
仕
事
に
生
か
す
た

め
、
現
場
の
体
験
が
必
要
と
考
え
参
加
し

て
い
ま
す
。
も
う
一
人
は
高
校
生
で
、
将

来
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
実
施
の
前
に
、

院

長
か
ら

「
一
日
看
護
体
験
よ
う
こ
そ
、
練

馬
総
合
病
院
へ
」
と
い
う
題
目
で
、
病
院
の

役
割
や
安
心
で
き
る
医
療
を
目
指
す
こ
と

の
重
要
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が

チ
ー
ム
で
働
い
て
い
る
現
場
の
全
体
を
見
て

ほ
し
い
こ
と
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

看
護
部
長
か
ら
は
、
当
院
の
概
要
と
病

院
の
機
能
、
看
護
師
の
役
割
、
看
護
週
間

に
つ
い
て
、
私
は
看
護
体
験
に
あ
た
っ
て
の

心
構
え
と
注
意
事
項
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。
　
各
体
験
部
署
で
は
指
導
看
護
師
と
共

に
、
清
拭
、
足
浴
、
シ
ャ
ワ
ー
介
助
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
回
診
の
見
学
、
新
生

児
の
見
学
と
た
く
さ
ん
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
看
護
師
さ
ん
は
、
何
気
な
い
会

話
の
中
で
も
、
患
者
さ
ん
の
元
気
を
引
き

出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
」

「
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど

看
護
師
さ
ん
が
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
た

の
で
楽
し
く
体
験
で
き
た
。
話
す
こ
と
が

苦
手
だ
っ
た
が
、
頑
張
っ
て
話
さ
な
き
ゃ
と

思
っ
て
緊
張
し
た
」
な
ど
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
体
験
後
は
指
導
者
と
共
に
体
験
共
有
会

を
も
ち
、
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
、
医
師
や
看

護
師
の
仕
事
、
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ
と

の
難
し
さ
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
指
導
者
か
ら
は
、
「
積
極
的
に
か
か
わ
り

丁
寧
に
接
し
て
い
ま
し
た
」
な
ど
発
言
が
あ

り
、
指
導
者
も
自
身
を
振
り
か
え
る
良
い

機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

特
別
講
演
会

講
演
会
参
加
者
は
七
六
人
で
、
熱
心
に

聞
き
入
れ
、
特
に
、
看
護
部
へ
の
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
興
味
深
さ
が
伝

わ
っ
て
き
て
、

医
療
や
看
護
の
現
場
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
・
職
員

の
み
な
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
、
盛
会

の
内
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
こ
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
が
ま
た
参
加
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま

す
。

われはここに集いたる人々の前におごそかに神に誓わん

わが生涯を清く過ごし、わが任務を忠実に尽くさんことを

われはすべて毒あるもの、害あるものを断ち、

悪しき薬を用いることなく、また知りつつこれをすすめざるべし

われは我が力の限りわが任務の標準を高くせんことを努むべし

                                           「ナイチンゲール誓詞より」

「
病
院
と
の
つ
き
あ
い
方
」

　
　
　
　    

　
　
　
　
飯
田
院
長

「
肺
炎
の
治
療
と
予
防
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
科
　
豊
田
医
師

「
老
年
期
の
健
康
づ
く
り

・

　
　
　
　
　
肺
炎
を
防
ぐ
健
康
づ
く
り
」

　
　                   

　
磯
部
看
護
部
主
任
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整
形
外
科
　
三
戸
一
晃

　　
こ
の
四
月
よ
り
、
練
馬
総
合
病
院
整
形

外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

栃
木
県
内
の
赤
十
字
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
、
広
範
囲
多
数
の
地
域

住
民
の
方
々
の
医
療
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

三
次
救
急
対
応
で
あ
り
ま
し
た
の
で
重
症

外
傷
を
含
め
多
種
多
様
な
疾
患
を
経
験
し

て
ま
い
　
り
ま
し
た
。

　
当
院
は
、
第
一
に
地
域
住
民
の
方
々
の

医
療
に
応
え
る
べ
く
設
立
さ
れ
た
と
心
得
て

い
ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
は
、
患
者
さ
ん
が

気
軽
に
足
が
運
べ
、
安
心
を
得
て
帰
宅
で
き

る
地
域
の
「
保
健
室
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

で
い
て
、
安
心
し
て
入
院
で
き
る
高
度
医
療

が
提
供
可
能
な
病
院
と
設
立
意
図
を
理
解

し
て
お
り
、
い
か
に
貢
献
で
き
る
か
模
索
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
慶
応
大
学
病
院
整
形
外
科
医
局
の

手
の
外
科
班
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
楽
に
お
越
し
い
た
だ
き
ご
相
談
頂
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。

内
科
　
奥
村
弘
史

み
な
さ
ま
、

は
じ
め
ま
し
て
。

五
月
よ

り
、
当
院
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
奥
村
と
申

し
ま
す
。
循
環
器
専
門
医
、
心
血
管
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
学
会
指
導
医
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
四
千
件
、
カ
テ
ー
テ

ル
治
療(

心
臓
千
五
百
件
、
下
肢
動
脈
二
百

件)

、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込
み
術
二
百
件

以
上
の
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
安
全
で

痛
み
が
少
な
く
、
正
確
で
短
時
間
の
検
査
・

治
療
を
心
が
け
て
お
り
、

毎
年
診
療
経
験

を
学
会
で
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
約
一
五
分
、
治
療

も
約
三
０
～
五
０
分
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
手

術
も
五
０
分
程
度
で
す
。

練
馬
総
合
病
院
に
は
優
秀
な
医
療
チ
ー

ム
、
大
学
病
院
に
も
劣
ら
な
い
医
療
機
器
が

揃
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
高
度
な
医
療
を
敷

居
を
低
く
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
急
に
胸
が
痛
く
な
る
」
狭
心
症
や
急
性

心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
冠
動
脈
疾
患
、
「
歩
行

時
下
肢
に
痛
み
を
自
覚
す
る
」
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
、
「
脈
が
急
に
速
く
な
る
、
乱
れ

る
」
と
い
っ
た
不
整
脈
疾
患
の
診
断

・
治
療

に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
脳
梗
塞
の
一
原
因

疾
患
で
あ
る
心
房
細
動
患
者
の
治
療(

除
細

動
や
経
食
道
超
音
波
検
査
を
元
に
し
た
抗

凝
固
療
法)

も
得
意
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
循
環
器
疾
患
は
突
然
生
命
を
脅
か
す
非

常
に
怖
い
病
気
で
す
が
、
迅
速
・
適
切
な
診

断
・
治
療
に
て
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

元
気
に
な
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
新
た
な
病
気
の
予
防
や
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
人
生
を
長
く
過
ご
せ
る
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

内科　奥村　弘史

整形外科　 三戸一晃

　
四
月
か
ら
入
職
し
た
山
ノ
井
一
裕
と
申

し
ま
す
。
二
年
間
の
長
い
？
臨
床
研
修
を

終
え
て
外
科
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
ま
た
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
気
持
ち
で

勉
強
す
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
よ
り

ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

外
科
　
山
ノ
井
一
裕

　四月から整形外科飛騨医師に

代わり三戸医師、外科萬谷医

師に代わり山の井医師

　五月には内科安部医師に代

わり奥村医師が就任されました。
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２００７年度　
　　　研修医の紹介
　
今
年
も
三
名
の
研
修
医
を
迎

え
ま
し
た
。
練
馬
総
合
病
院
で

医
師
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

　
　
巷
岡
祐
子

　　
四
月
か
ら
初
期
研
修
医
と
し
て
練
馬
総

合
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
巷
岡
祐
子
で
す
。
な
か
な
か
仕
事
に
慣

れ
ず
覚
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
周
り

の
方
々
に
日
々
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
に
い
つ
も
優
し
く
教
え
て
く

だ
さ
る
病
棟
の
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
方
は
、

臨
床
の
こ
と
だ
け

で
な
く
基
礎
の
こ
と
ま
で
患
者
さ
ん
と
関
連

づ
け
て
毎
日
の
よ
う
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
く
だ

さ
り
、
お
忙
し
い
中
い
つ
も
私
た
ち
研
修
医

を
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
し
、
練
馬
総
合
病
院
で

研
修
で
き
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
練
馬
総
合
病
院
の
医
師
の
一
員

と
し
て
、

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
澤
田
陽
平

　　
四
月
一
日
よ
り
二
年
間
、
当
院
に
て
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
澤
田
陽
平
で
す
。

　
現
在
、
外
科
ロ
ー
テ
ー
ト
中
で
す
。
自

分
の
無
力
さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
す
が
、

病
と
い
う
大
き
な
ス
ト
レ
ス
、
不
安
、
恐

怖
と
闘
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
負
担
を
少

し
で
も
取
り
除
け
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
　
荒
木
佐
栄
子

本
年
四
月
一
日
よ
り
練
馬
総
合
病
院

に
て
初
期
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
荒
木
佐
栄
子
で
す
。

　
昨
年
の
見
学
の
際
に
皆
様
の
明
る
く

優
し
い
雰
囲
気
に
惹
か
れ
、「
ぜ
ひ
こ
こ

で
医
師
と
し
て
の
最
初
の
二
年
間
を
過

ご
し
た
い
」
と
感
じ
た
の
で
、
希
望
が
叶

い
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
内
科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
中
で
す

が
、
毎
日
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
毎
日
で

す
。
　
今
後
も
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

港岡医師

澤田医師

荒木医師

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
柳川 豊田 中尾 藤井 豊田 中尾 中尾 花岡 豊田 尹
中澤 高木 高木 柳川 川崎 川崎 塚田 柳川 吉澤 吉澤
奥村 中澤 吉澤 吉澤 鬼澤 谷 福田 福田 福田 福田

杉崎 奥村
松浦 栗原 河野 飯田 松浦 井上
小平 小平 波多野 井上 栗原 栗原
金子 宮永 加藤 宮永 宮永 三戸 根本
高田 金子 高田 金子 高田

石井 三戸 月村

金

内科

外科

整形外科

月 火 水 木

新外来表
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●
頭
痛
●

片
頭
痛
と
は

　《
特
徴
》

★
こ
め
か
み
の
片
側
（
ひ
ど
い
場
合
に

　
は
両
側
に
）
に
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
す

　
る
痛
み

★
吐
き
気

★
光
を
ま
ぶ
し
く
感
じ
た
り
、
音
に
敏

　
感
に
な
り
、
痛
み
が
つ
よ
く
な
る

★
女
性
に
多
い

★
頭
痛
が
起
こ
る
前
に
、
何
ら
か
の
前

　
触
れ
（
目
が
ち
か
ち
か
す
る
な
ど
）
が

　
あ
る

い
。
　
た
だ
し
イ
ミ
グ
ラ
ン
は
一
回
二
錠
、
　
一
日

四
錠
を
こ
え
て
服
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
　
レ
ル
パ
ッ
ク
ス
は
一
回
二
錠
、
一
日
二
錠
を

こ
え
て
服
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
量
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
薬
価
　
イ
ミ
グ
ラ
ン
錠
は
一
錠
約
九
百
七
十
円
、

レ
ル
パ
ッ
ク
ス
は
一
錠
約
九
百
三
十
円
で
す
。

◆
注
意
◆

　
服
用
し
て
も
片
頭
痛
に
効
果
が
な
い
場

合
は
、
片
頭
痛
で
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
の
薬
を
再

度
服
用
す
る
こ
と
は
危
険
な
頭
痛
を
見
逃

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
再
度
主

治
医
に
診
察
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り
☆

　
片
頭
痛
持
ち
の
人
は
、
食
べ
物
に
も
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

チ
ー
ズ
、
乾
燥
ナ
ッ
ツ
な
ど
は
頭
痛
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く

食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

緊
張
型
頭
痛
と
は

《
特
徴
》

★
頭
全
体
を
ギ
ュ
ー
ッ
と
締
め
付
け
ら
れ

　
る
よ
う
な
痛
み

★
後
頭
部
か
ら
首
筋
に
か
け
て
、
じ
わ
じ

　
わ
と
し
た
痛
み

★
首
や
肩
の
コ
リ

★
痛
み
が
だ
ら
だ
ら
と
続
く

★
光
や
音
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て

　
痛
み
が
強
く
な
る
こ
と
は
な
い

《
緊
張
型
頭
痛
の
薬
》

①
鎮
痛
薬

　
上
記
の
片
頭
痛
薬
の
薬
①
鎮
痛
薬
参
照

②
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
薬
：
筋
肉
の
緊

　
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
り
、
頭
痛
を
や

　
わ
ら
げ
ま
す

　
ミ
オ
ナ
ー
ル
、
テ
ル
ネ
リ
ン
、
リ
ン
ラ

　
キ
サ
ー

　
飲
む
と
、
眠
気
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す

③
抗
不
安
薬
：
筋
肉
と
精
神
の
緊
張
を
ほ

　
ぐ
す
こ
と
に
よ
り
、
頭
痛
を
や
わ
ら
げ

　
ま
す

　
デ
パ
ス
な
ど

　
飲
む
と
、
眠
気
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

　
ま
す

☆
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り
☆

　
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
筋
肉
の
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
症
状
が
よ
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
！

　
深
刻
な
病
気
か
ら
く
る
頭
痛
で
あ
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
早
め
に
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
と
と
も

に
、蝉
の
声
が
夏
の
暑

さ
を
運
ん
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　
頭
痛
は
日
頃
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
一
言
で
頭
痛
と
い
っ

て
も
、日
常
的
に
起
こ
る
頭
痛
か
ら
、深
刻

な
病
気
に
よ
る
頭
痛
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、今
回
は
片

頭
痛
と
緊
張
型
頭
痛
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

★
体
を
動
か
す
と
痛
み
が
強
く
な
る

★
発
作
（
痛
み
）
が
起
き
な
い
時
に
は
、
全

　
く
症
状
が
な
い

 

《
片
頭
痛
の
薬
》

～
片
頭
痛
の
薬
を
飲
む
ポ
イ
ン
ト
～

　
片
頭
痛
の
症
状
が
出
た
ら
、
な
る
べ
く

早
く
服
用
し
ま
し
ょ
う
！

①
鎮
痛
薬

カ
ロ
ナ
ー
ル
、
バ
フ
ァ
リ
ン
、
抗
炎
症
薬

（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
鎮
痛
薬
）

症
状
が
軽
い
場
合
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

飲
む
と
、
胃
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②
片
頭
痛
治
療
薬
（
ト
リ
プ
タ
ン
系
）
：

脳
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
て
、
痛
み
を
抑
え

る
タ
イ
プ
の
薬

イ
ミ
グ
ラ
ン
、
レ
ル
パ
ッ
ク
ス

イ
ミ
グ
ラ
ン
に
は
注
射
も
あ
り
、
痛
み
が

強
く
吐
き
気
が
強
い
場
合
に
使
用
し
ま

す
。
イ
ミ
グ
ラ
ン
、
レ
ル
パ
ッ
ク
ス
の
飲
み
方

　
服
用
時

　
片
頭
痛
の
発
作
が
あ
ら
わ
れ
た
時

　
片
頭
痛
以
外
の
頭
痛
時
、
又
は
片
頭
痛

の
予
防
薬
と
し
て
服
用
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
　
服
用
量
：
通
常
、
一
回
一
錠
で
す
。

　
薬
を
服
用
し
て
効
果
が
不
十
分
な
場
合

に
は
、
追
加
し
て
服
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
前
回
の
服
用
か
ら
二
時
間
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
か
ら
服
用
し
て
く
だ
さ
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～ 臨床検査室から ～

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス

[hu
man

　pap
illo
ma

　viru
s]

（
以
後
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
、
皮
膚
に
感
染
す
る

タ
イ
プ
と
粘
膜
に
感
染
す
る
タ
イ
プ
が
あ

り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
違
い
に
よ
っ
て
百
種
類
以

上
の
型
が
存
在
し
ま
す
。
疾
患
に
よ
り
感

染
す
る
型
が
異
な
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
組
織
か
ら
検
出
さ
れ

る
、
１６
型
、
１８
型
、
３３
型
、
５２
型
、
５８
型

な
ど
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
危
険
度
の
高
い
型
で
、

ハ
イ
リ
ス
ク
型
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
良
性
疾
患
で
あ
る
、
尖
圭
コ

ン
ジ
ロ
ー
マ
か
ら
は
、
６
型
、
１１
型
が
検

出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ー
リ
ス
ク

型
と
呼
ば
れ
ま
す
。

で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
必
ず

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
の
か
？
と
聞
か
れ
れ

ば
答
え
は
、
ノ
ー
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
極
あ
り
ふ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス

で
、
女
性
の
ほ
と
ん
ど
が
生
涯
に
一
度
は

感
染
す
る
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。

一
般
に
は
、
感
染
し
て
も
多
く
の
場

合
、
自
己
免
疫
力
に
よ
っ
て
、
２
～
３
年

の
経
過
で
、
自
然
治
癒
し
ウ
ィ
ル
ス
は
消

失
し
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
で
は
ウ
ィ
ル
ス
が
消
失

せ
ず
に
感
染
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
持
続
感
染
と
い
い
ま
す
。

感
染
が
続
く
と
子
宮
頸
部
の
上
皮
（
子
宮

の
入
り
口
）
に
異
常
増
殖
（
異
形
成
）
が

お
こ
り
ま
す
。
初
期
の
段
階
を
軽
度
異
形

成
、
順
に
中
等
度
異
形
成
、
高
度
異
形
成

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
前
が
ん
病
変

と
い
い
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
ほ
と
ん

ど
の
女
性
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

感
染
に
対
し
て
積
極
的
な
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
予
防
医
学
的
に
海
外
で
は
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

持
続
感
染
し
細
胞
異
常
が
生
じ
、
そ
れ
が

治
療
を
必
要
と
す
る
程
度
に
ま
で
進
展
し

た
場
合
に
、
治
療
を
行
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
近
年
２０
～
３０
代
の
若

い
女
性
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
Ｈ

Ｐ
Ｖ
に
持
続
感
染
し
、
子
宮
頸
が
ん
に
な

る
ま
で
は
、
平
均
１０
年
以
上
の
年
月
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
為
に
も
、
積

極
的
に
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

〔
細
胞
診
〕

　
が
ん
と
関
連
し
た
異
常
な
細
胞
（
異
型

細
胞
や
が
ん
細
胞
）
が
無
い
か
ど
う
か
を

調
べ
る
検
査
で
す
。
子
宮
が
ん
検
診
で

は
、
子
宮
頸
部
の
上
皮
を
専
用
器
具
（
綿

棒
や
サ
イ
ト
ブ
ラ
シ
）
を
用
い
採
取
し
、

ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
に
塗
り
つ
け
、
パ
パ
ニ

コ
ロ
ウ
染
色
（
細
胞
を
観
察
し
や
す
い
よ

う
に
、
色
を
つ
け
る
こ
と
で
す
）
後
、
顕

微
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

感染細胞

感染細胞

感染細胞

●　ＨＰＶ感染症　●
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料理コーナー

● 食習慣や生活習慣の改善で
　　健康な体に変身しましょう ●

　
私
た
ち
の
体
は
毎
日
食
べ
物
と
し

て
体
内
に
と
り
い
れ
た
も
の
か
ら
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
何
を
食
べ
る
か
に

よ
っ
て
健
康
状
態
が
左
右
さ
れ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
肉
食
な
ど
、
食
生
活
の
欧
米
化
に

よ
る
、
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
で
は
、
和

食
が
健
康
食
と
し
て
注
意
を
浴
び
て

い
ま
す
。
和
食
の
良
さ
を
見
直
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
野
菜
や
魚
が
中
心
で
、
煮
物
、
焼

き
物
な
ど
の
和
食
は
脂
肪
を
た
め
な

い
体
作
り
に
最
適
で
す
。
豆
腐
や
納

豆
も
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
が
抑
え
ら

れ
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て
最

適
な
食
材
で
す
。
納
豆
に
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
や
干
し
椎
茸
に
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
骨
の
形
成
を
助
け

る
働
き
が
あ
り
小
魚
な
ど
の
カ
ル
シ

ウ
ム
と
一
緒
に
と
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
　
和
食
で
気
に
な
る
の
が
塩
分
で

す
。
酢
や
香
辛
料
、
ダ
シ
を
利
か
せ

た
味
付
け
に
す
る
と
無
理
な
く
減
塩

で
き
ま
す
。
塩
分
が
排
出
さ
れ
や
す

く
な
る
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野

菜
、
果
物
、
海
藻
を
あ
わ
せ
て
と
っ

て
下
さ
い
。
老
化
に
つ
な
が
る
活
性

酸
素
を
除
去
す
る
抗
酸
化
物
質
。
主

に
ト
マ
ト
の
リ
コ
ピ
ン
、
に
ん
じ
ん

な
ど
の
β
－
カ
ロ
チ
ン
、
え
び
、
蟹
、

鮭
な
ど
の
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
な
ど

の
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
色
素
に
多
く
含
ま

れ
ま
す
。

　
酸
素
を
多
く
体
内
へ
と
り
こ
む
有

酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
）
が
効
果
的
で
す
。

　
最
初
か
ら
「
一
万
歩
歩
こ
う
」
と

い
う
の
で
は
な
く
。
日
常
生
活
で
歩

く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
通
勤
時

や
外
出
時
一
駅
ま
え
で
下
車
し
て
歩

く
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階
段

を
使
う
。
家
で
も
リ
モ
コ
ン
を
使
わ

な
い
、
布
団
干
し
、
掃
除
、
買
い
物

な
ど
の
家
事
の
な
か
で
意
識
し
て
体

を
継
続
的
に
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
間
は
も
と
も
と
昼
間
に
活
動
す

る
動
物
。
朝
起
き
て
夜
寝
る
の
が
自

然
な
姿
で
す
。
昼
夜
逆
転
生
活
を
送

る
と
体
内
時
計
が
狂
い
、
体
の
調
子

が
悪
く
な
り
ま
す
。
目
覚
め
た
ら
朝

日
を
浴
び
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し

て
く
だ
さ
い
。

　
規
則
正
し
い
睡
眠
と
、
一
日
三
食

の
食
事
を
心
が
け
体
内
時
計
が
正
し

い
時
を
刻
む
こ
と
が
、
健
康
の
基
本

で
す
。

　レタスとわかめのじゃこサラダ　　･･･エネルギー 92kcal

　　　　　　　　　　　　　 たんぱく質2.8g　　塩分 1.4g

作り方

①レタスは食べやすく手でちぎって冷水に浸す。

　　わかめは水で戻す。

②①の水気をきり、ちりめんじゃこ、いりごま、

　　ａ を混ぜ合わせ器に盛る。
 
a

材料　4人分　　　　　　　　　　　　

　レタス･･･４枚(200g)

　乾燥わかめ･･･(5g)

　ちりめんじゃこ･･･(15g)　　　　

　いりごま　白･･･大さじ１1/2　　　

　　　　 醤油･･･大さじ1

　   　　塩･こしょう･･･各少々

　　　　 ごま油･･･大さじ2
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【
リ
ハ
ビ
リ
通
信
】 
高
齢
者
の
転
倒 

骨
折
の
治
療 

<

転
倒
＝
骨
折
？> 

前
回
も
述
べ
た
よ
う
に
高
齢
者
は
日
常

的
に
転
倒
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
あ
る
報

告
で
は
、
転
倒
の
結
果
ほ
ぼ
半
数
が
何
ら

か
の
外
傷
を
負
い
、
こ
の
う
ち
男
性
の

五
％
、
女
性
の
十
一
％
に
骨
折
が
発
生
し

て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 
<

高
齢
者
の
骨
折> 

高
齢
者
の
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
に

な
り
得
る
の
で
重
大
な
問
題
で
す
。
主
な

骨
折
部
位
は
脊
椎
、骨
盤
、
肋
骨
、
鎖
骨
、

上
腕
骨
近
位
部
、
橈
骨
遠
位
端
、
大
腿
骨

頸
部
、
手
指
や
足
趾
と
多
岐
に
亘
り
ま
す

が
、
発
生
頻
度
と
予
後
の
点
で
問
題
と
な

る
も
の
を
説
明
し
ま
す
。 

●
脊
椎
圧
迫
骨
折 

背
骨
は
複
数
の
椎
骨
か
ら
成
り
ま
す
。

そ
の
椎
骨
が
文
字
通
り
圧
迫
さ
れ
潰
れ
た

状
態
を
圧
迫
骨
折
と
い
い
ま
す
。
全
体
に

潰
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
前

方
が
潰
れ
ク
サ
ビ
形
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
複
数
の
椎
骨
が
潰
れ
る
と
背
中
が
丸

く
な
り
ま
す
。 

原
因
は
転
倒
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ッ
ド

や
椅
子
か
ら
の
転
落
、
尻
餅
を
つ
く
こ
と

で
も
受
傷
し
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
が
あ
れ
ば

咳
や
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

症
状
は
腰
背
部
痛
、
歩
行
障
害
、
重
症

の
場
合
は
寝
返
り
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

受
傷
直
後
は
疼
痛
管
理
と
安
静
が
必
要

で
、
重
症
の
場
合
に
は
入
院
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
患
部
の
安
静
に
は
コ
ル
セ
ッ
ト

が
効
果
的
で
す
。
し
か
し
、
安
静
は
疼
痛

を
考
慮
し
な
が
ら
な
る
べ
く
短
期
間
と
し
、

早
期
に
日
常
生
活
動
作
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

圧
迫
骨
折
を
再
発
す
る
と
脊
柱
の
変
形

が
増
し
、
日
常
生
活
動
作
能
力
が
極
端
に

低
下
し
ま
す
。 

 
 

 

●
上
腕
骨
近
位
部
骨
折 

転
倒
の
際
、
肩
を
強
打
す
る
こ
と
で
受

傷
し
ま
す
。 

治
療
は
三
角
巾
で
固
定
し
癒
合
を
待
つ

保
存
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。 

一
般
に
関
節
に
近
い
骨
折
は
運
動
障
害

を
強
く
残
し
や
す
い
も
の
で
す
。
特
に
肩

は
人
体
で
最
も
動
き
の
大
き
い
関
節
で
す

か
ら
、
そ
の
動
き
が
阻
害
さ
れ
る
と
日
常

生
活
は
極
め
て
不
自
由
な
も
の
に
な
り
ま

す
。 

●
橈
骨
遠
位
端
骨
折 

手
を
つ
い
て
転
倒
し
た
際
、
手
首
に
急

激
な
力
が
加
わ
っ
て
受
傷
し
ま
す
。 
 

転
移
（
骨
の
ず
れ
）
の
程
度
に
よ
っ
て

治
療
は
異
な
り
ま
す
が
保
存
療
法
が
基
本

で
す
。 

●
大
腿
骨
頸
部
骨
折 

太
も
も
の
骨
（
大
腿
骨
）
の
上
端
の
丸

い
部
分
を
骨
頭
と
い
い
ま
す
。
骨
頭
は
骨

盤
の
く
ぼ
み
に
は
ま
り
込
み
、
股
関
節
を

形
成
し
ま
す
。
大
腿
骨
頸
部
骨
折
と
は
、

丸
い
骨
頭
の
下
の
部
分
の
骨
折
で
、
高
齢

者
に
多
い
骨
折
で
す
。 

転
倒
し
て
受
傷
す
る
こ
と
が
多
く
、
股

関
節
の
痛
み
と
歩
行
障
害
を
伴
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
完
全
な
骨
折
の
場
合
、
痛
み

が
な
く
歩
け
る
こ
と
も
あ
り
、
発
見
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

で
き
る
だ
け
早
期
に
歩
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
基
本
的
に
は
手
術
が

適
応
に
な
り
ま
す
。 

 

 
 

 

<

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン> 

高
齢
者
の
骨
折
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
骨
折
と
い
う
心
身

の
ダ
メ
ー
ジ
に
加
え
手
術
に
よ
る
侵
襲
、

場
合
に
よ
っ
て
は
長
期
の
安
静
臥
床
が
余

儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、
体
力
の
低
下
や
動

作
能
力
の
喪
失
を
免
れ
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
廃
用
症
候
群
と
呼
び

ま
す
。
こ
の
廃
用
症
候
群
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
に
は
、
早
期
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

当
院
で
は
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
手
術
に

際
し
、
術
前
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
更

に
術
後
は
翌
日
か
ら
開
始
し
、
４
日
目
に

は
起
立
訓
練
、
７
日
目
に
は
歩
行
訓
練
を

開
始
し
ま
す
。
受
傷
前
の
生
活
能
力
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
か
ら
で
す
。 

 <

お
わ
り
に> 

次
回
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士 

堀
川
一
夫 

正常な脊椎   圧迫骨折 
急激に潰れることもありますが
徐々に進行することもあります。

骨折部位や
転移の程度
によって手
術法は異な
ります。 

人工骨頭置換術
後のX線写真 
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Ｑ
　
十
年
ほ
ど
前
か
ら
軽
い
糖
尿
病
と

言
わ
れ
、
診
察
、
投
薬
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
度
、
糖
尿
病
の
教
育
入
院
を

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
費
用
は
ど
の
位
か
か
る
の

か
分
か
ら
ず
、
心
配
で
す
。

　
簡
単
で
よ
い
で
す
の
で
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
練
馬
区
在
住
　
五
十
五
歳
　
男
性

Ａ
　
当
院
で
は
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
治

療
計
画
）
を
導
入
し
て
い
る
の
で
標
準

的
、
効
果
的
な
治
療
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
標
準
的
な
治
療
費
の
概

算
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
下
記
の
表
を
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※病衣レンタル料、 室料差額は別途徴収になります

このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの質問・疑問に、

それぞれ専門の立場からお答えいたします。

疑問・質問などは・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mailされるか、

院内に設置のご意見箱に投函してください。

E-E-mail ：info＠nerima-hosp.or.jp

１　割 ３　割

糖尿病（教育入院） 14 46,500 130,000

心臓カテーテル検査 3 32,000 100,000

鼡径ヘルニア（片側手術） 2 24,000 70,000

下肢静脈瘤（1肢手術） 4 30,000 85,000

内視鏡下大腸ポリープ切除 2 13,000 35,000

腹腔鏡下胆嚢摘出術 5 48,000 150,000

帯状疱疹（点滴投薬治療） 8 29,500 77,000

クリニカルパス対応疾患別料金表

傷病名 入院日数
本人負担額



お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞｰﾀ横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

次号は、第６５号　平成１９年　１０月 １日発行です。

連絡先　 Te l　 03-5988-2200 　　　　　　　　　

　　　　　　　　Fax　　03-5988-2250
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診
　　　　　　　　　　　健康医学センター ／糖尿病センター／創傷ケアセンター ／内視鏡センター

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★　　　平日　　午後3時～午後8時

　　　　　　　　　土･日･祝日　午前10時～午後8時

　　平日午後7時・休日午後5時30分以降は夜間救急入口になります。

　☆新生児面会時間☆

　平日　　　　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

　土･日･祝日　午前11時から12時　午後３時～3時30分　午後5時～午後7時

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第６４号

平成1９年７月1日発行　（年4回発行）

発行／編集
財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅南口　　徒歩７分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩８分　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘１-２４-1

　Tel．０３－５９８８－２２００

FAX.０３－５９８８－２２５０

練馬総合病院入り口




